
「
抑
圧
」
さ
れ
た
近
代
人
と
身
体
論

Ｉ
村
祥
二

　
　
　
　
山

　
デ
カ
ル
ト
が
確
立
し
た
存
在
の
思
想
的
基
盤
の
上
に
、
西
欧
近

代
人
は
そ
の
後
世
界
的
規
模
で
工
業
文
明
を
発
展
さ
せ
て
来
た
。

し
か
し
そ
の
未
曽
有
の
繁
栄
の
中
で
、
人
間
性
を
喪
失
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
、
そ
の
回
復
の
手
懸
り
は
西
洋
近
代
思
想
の
中
に
は
見

い
出
世
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
人
は
、
翻
っ
て
近
代
以
前
の
社
会

に
、
さ
ら
に
は
東
洋
の
知
恵
に
あ
ら
た
め
て
人
間
性
回
復
の
可
能

性
を
も
と
め
。
関
心
を
寄
せ
る
。
近
代
と
近
代
以
前
、
西
洋
と
東

洋
の
「
人
間
性
」
を
め
ぐ
る
対
立
と
は
、
人
間
性
の
喪
失
と
は
、
さ

ら
に
は
人
間
性
と
は
如
何
な
る
も
の
な
の
か
。
聞
題
を
、
共
同
体

と
身
体
、
精
神
と
肉
体
の
二
つ
の
点
に
限
定
し
て
、
し
ば
ら
く
身

体
論
を
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
回

　
西
洋
思
想
史
の
中
で
、
身
体
論
に
お
い
て
も
も
ち
ろ
ん
デ
カ
ル

ト
が
最
大
の
分
水
嶺
で
あ
る
。
か
の
ｄ
Ｏ
９
　
ｔ
ｏ
　
ｅ
ｒ
ｇ
ｏ
　
ｓ
ｕ
m
≒
の

命
題
に
お
い
て
（
『
方
法
叙
説
』
）
、
デ
カ
ル
ト
は
、
神
に
依
る
こ

と
の
な
い
人
間
の
独
立
的
、
完
結
的
な
存
在
の
論
理
的
可
能
性
を

呈
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
人
間
は
如
何
な
る
存
在
と
な
る

の
か
。
自
ら
の
存
在
条
件
を
コ
ギ
ト
に
置
く
。
つ
ま
り
「
私
は
考

え
る
、
そ
れ
故
に
私
は
存
在
す
る
」
　
（
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
疑
っ
て

も
、
疑
っ
て
い
る
自
分
の
存
在
は
疑
い
え
な
い
も
の
と
し
て
あ
る
）

と
い
う
の
は
、
私
の
存
在
の
出
発
は
私
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
た
が
っ
て
デ
カ
ル
ト
的
人
間
は
私
‥
「
個
」
的
人
間
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
コ
ギ
ト
の
人
間
は
、
神
の
被
造
物
で
あ
り
、
神
の
業
の
道

具
で
あ
る
、
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
観
と
全
く
対
置
的
に
、

絶
対
の
創
造
者
‐
神
の
後
見
か
ら
解
き
放
た
れ
た
、
世
俗
的
人
間

で
あ
る
。

　
コ
ギ
ト
の
主
体
で
あ
る
「
個
」
は
如
何
な
る
世
界
を
構
築
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
社
会
関
係
性
に
お
い
て
。
自
然
状
態
に
お

い
て
は
相
い
闘
う
「
個
」
達
は
、
む
き
出
し
の
力
の
支
配
が
貫
徹

す
る
相
互
関
係
し
か
も
ち
え
な
い
。
こ
の
関
係
性
が
破
壊
を
繰
返

し
、
破
滅
に
至
る
の
を
回
避
す
る
た
め
に
、
超
越
的
な
権
威
に
つ
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ら
な
る
君
主
の
絶
対
的
支
配
と
人
民
の
全
面
的
服
従
の
関
係
（
ホ

ッ
ブ
ズ
）
か
、
対
等
の
市
民
の
間
の
双
務
的
で
互
恵
的
な
契
約
の

関
係
（
口
。
ク
）
に
よ
っ
て
、
平
和
な
社
会
を
樹
立
し
よ
う
と
す

る
。

　
近
代
国
家
の
一
般
的
な
形
成
原
理
で
あ
る
こ
の
社
会
契
約
論
は
、

本
当
に
平
和
で
友
愛
に
充
ち
た
社
会
を
到
底
う
ち
た
て
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
人
間
に
対
す
る
種
々
の
差
別
、
抑
圧
－
被
差
別

民
、
身
体
障
害
者
、
女
性
、
少
数
民
族
、
外
人
な
ど
Ｉ
が
近
代

社
会
に
は
い
っ
て
あ
ら
た
に
生
み
出
さ
れ
、
ま
た
増
幅
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
そ
の
延
長
で
あ
る
現
代
社
会
も
人
間
性
の
喪
失
の

社
会
的
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
こ
れ
ら
の
差
別
、
抑
圧
を
解
消
す
る
ど

こ
ろ
で
な
い
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
人
間
の
「
個
」
の
原
理
そ
の
も

の
に
由
来
す
る
根
源
的
も
の
な
の
だ
か
ら
、
む
し
ろ
近
代
社
会
の

必
然
の
所
産
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
近
代
社
会
は
契
約
関
係
で

あ
る
以
上
、
原
理
上
解
消
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
社
会
へ
の

主
権
委
譲
も
、
留
保
条
件
つ
き
で
、
部
分
的
な
も
の
で
あ
っ
て
。

　
「
個
」
は
あ
く
ま
で
も
全
き
主
体
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
社

会
の
共
同
性
は
、
所
詮
。
つ
く
り
も
の
”
―
「
共
同
幻
想
」
　
（
吉

本
隆
明
）
、
「
迂
回
路
の
共
同
性
」
（
菅
考
行
『
身
体
論
卜
匹
関
係
を

内
視
す
る
ト
よ
』
－
で
し
か
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
ア
ナ
ル
学
派
に
代
表
さ
れ
る
近
代
以
前
の
な
お
合
理
化
さ
れ
て

い
な
い
社
会
や
、
近
代
に
生
き
残
っ
た
「
伝
統
」
的
慣
習
へ
の
関

心
の
近
来
の
め
ざ
ま
し
い
高
ま
り
は
、
西
欧
近
代
社
会
に
出
口
が

な
い
、
と
い
う
認
識
と
無
関
係
で
は
な
い
。
し
か
し
あ
る
べ
き
共

同
性
は
、
近
代
以
前
の
西
欧
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
は
存
在
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
‐
共
同
体
の
論
理
構
造
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

要
約
で
き
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
、
神
に
よ
る
義
認
は
、

自
ら
が
罪
あ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
神
に
救
済
を
求
め

る
、
と
い
う
信
仰
に
お
い
て
存
す
る
も
の
（
「
我
ら
は
思
ふ
、
人

の
義
と
せ
ら
る
る
は
、
律
法
の
行
為
に
よ
ら
ず
、
信
仰
に
由
る
な

り
」
パ
ウ
ロ
『
ロ
マ
書
』
第
三
章
二
八
）
で
あ
る
故
に
、
神
と
対

峙
す
る
の
は
や
は
り
「
個
」
で
あ
る
。
も
っ
と
も
旧
約
に
お
い

て
は
、
救
済
は
ユ
ダ
ヤ
民
族
総
体
の
も
の
で
あ
り
、
「
個
」
は
民

族
共
同
体
の
中
に
埋
没
し
て
顕
現
し
な
い
。
ま
た
新
約
に
お
い
て

も
、
イ
エ
ス
さ
ら
に
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
キ
リ

ス
ト
者
は
「
誓
約
集
団
」
と
い
う
内
実
的
な
同
信
者
共
同
体
を
結

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
お
い
て
も
、
教
義
の
レ
ヴ

ェ
ル
で
は
、
「
教
会
」
が
神
と
の
関
係
に
お
い
て
結
ば
れ
た
同
信

者
共
同
体
で
あ
る
こ
と
は
変
り
な
い
。
エ
ク
レ
シ
ア
（
教
会
）
と

い
う
ギ
リ
シ
ア
語
は
、
共
同
体
の
意
で
あ
る
。
し
か
し
中
世
カ
ト

リ
シ
ズ
ム
は
、
信
仰
の
実
践
に
お
い
て
個
人
の
業
績
を
評
価
す
る
。
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神
に
仕
え
る
こ
と
を
専
ら
と
す
る
宗
教
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

‐
聖
職
者
の
神
と
の
距
離
の
近
接
性
ゆ
え
の
、
世
俗
人
に
対
す
る

優
位
性
、
ま
た
世
俗
人
に
あ
っ
て
も
、
勤
行
を
よ
り
よ
く
務
め
る

人
間
こ
そ
善
男
善
女
と
し
て
よ
り
高
い
宗
教
的
価
値
が
付
与
さ
れ

る
と
い
う
点
て
、
結
局
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
が
導
入
さ
れ
る
。
信
者

の
「
個
」
的
努
力
が
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
人
間
世
界
は
や
は
り

　
「
個
」
原
理
に
貫
ぬ
か
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
「
個
」
主
義
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
お
い
て
決
定
的
と
な
る
。
イ
ェ
ス
ー
パ
ウ

ロ
の
「
義
認
論
」
を
正
し
く
継
承
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ

ィ
ズ
ム
は
、
独
立
し
た
人
格
が
「
教
会
」
を
介
さ
な
い
で
、
た
だ
神
の

言
葉
で
あ
る
聖
書
の
み
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
神
と
直
接
対
峙
す

る
こ
と
を
、
す
べ
て
の
人
に
求
め
る
の
で
あ
る
（
「
万
人
司
祭
主
義
」

と
「
聖
書
主
義
」
）
。

　
　
「
個
」
主
義
を
考
え
た
場
合
、
少
く
と
も
非
キ
リ
ス
ト
的
文
明

に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
は
、
デ
カ
ル
ト
の
。
コ
ギ
ト
’
は
革
命
と
は

思
え
な
い
。
一
貫
し
た
西
欧
の
人
間
像
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
－

デ
カ
ル
ト
的
人
間
存
在
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
お
い
て
、
近
代
的
「
個
」
が
確
立
し
て
い

な
い
こ
と
が
、
克
服
す
べ
き
封
建
制
の
残
滓
で
あ
る
と
し
て
、
西

欧
志
向
の
知
識
人
に
よ
っ
て
嘆
か
れ
て
来
た
、
と
い
う
の
が
明
治

以
来
の
、
そ
し
て
少
な
く
と
も
最
近
ま
で
の
わ
が
国
の
近
代
の
一

般
的
図
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
－
デ
カ
ル
ト
的

　
「
個
」
が
根
源
的
不
可
能
性
に
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
い

ま
、
西
欧
に
基
準
を
お
い
た
人
間
の
観
方
は
や
め
よ
う
。
そ
う
す

る
と
何
か
見
え
て
来
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
わ
れ
わ
れ
が
目
分
を
認
識
す
る
の
は
、
決
し
て
ひ
と
り
「
我
」

を
、
で
は
な
い
。
ま
ず
母
親
と
の
関
係
に
お
い
て
「
我
」
が
見
え
て

来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
母
－
わ
れ
」
の
対
関
係
こ
そ
が
出
発
点

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
個
」
は
顕
現
し
な
い
。
西
欧
の
近
代
的
な

意
味
で
の
エ
ゴ
そ
の
も
の
が
、
個
体
を
「
個
」
と
取
り
ち
が
え
た

幻
想
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
が
結
ぶ
社
会
－
共
同
体

も
、
決
し
て
「
個
」
間
の
契
約
と
い
っ
た
、
人
為
的
に
と
り
結
ぶ

も
の
で
は
な
い
。
個
体
が
不
分
明
な
種
（
例
え
ば
今
西
錦
司
の
種

の
理
論
）
が
想
い
起
さ
れ
る
類
の
、
個
体
を
呑
み
込
ん
だ
「
相
互

性
共
同
体
」
、
「
対
共
同
体
」
　
（
菅
孝
行
）
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
抑
圧
」
と
全
く
無
縁
（
主
権
の
一
部
の
譲
渡
‐
疎
外
は

本
来
的
に
あ
り
え
な
い
）
な
「
包
摂
共
同
体
」
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
共
同
体
は
、
考
え
て
み
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
ま
わ
り

に
も
絶
え
ず
う
み
出
さ
れ
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
は
、
受
け
入
れ
、

分
ち
合
う
千
石
イ
エ
ス
と
彼
に
よ
り
す
が
る
人
た
ち
の
集
団
を
想

い
起
せ
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
（
芹
沢
俊
介
『
「
イ
エ
ス
の
箱
舟
」
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論
』
）
。
西
洋
の
共
同
体
運
動
（
一
九
世
紀
の
初
期
社
会
主
義
や

二
〇
世
紀
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
な
ど
）
の
悲
惨
な
挫
折
の
歴
史
を
見
知

っ
た
わ
れ
わ
れ
に
、
対
関
係
の
身
体
論
に
基
づ
い
た
「
包
摂
共
同

体
」
論
は
、
本
当
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
再
構
築
の
可
能
性
を
も
っ
た

一
つ
の
希
望
と
う
つ
る
。

　
　
　
　
閣

　
コ
ギ
ト
の
身
体
論
は
、
人
間
の
身
体
と
精
神
・
（
魂
）
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
関
係
性
を
描
く
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
人
間
存
在

の
基
盤
が
コ
ギ
ト
に
あ
る
以
上
、
認
識
の
主
体
で
あ
る
精
神
‐
魂

と
、
認
識
の
対
像
、
客
体
で
あ
る
肉
体
と
い
う
上
位
Ｉ
下
位
の
関

係
の
二
元
論
で
あ
る
。
心
の
本
質
を
コ
ギ
ト
に
、
人
間
の
知
的
認

識
の
発
動
に
お
く
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
が
神
か
ら
由
来
す
る
キ
リ

ス
ト
教
の
人
間
観
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
『
恩
寵
論
』
か
ら
ル

タ
ー
の
『
奴
隷
的
意
志
』
ま
で
）
と
論
理
の
構
造
に
お
い
て
当
然

革
命
と
も
言
え
る
大
き
な
転
換
が
あ
っ
た
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教

に
お
い
て
も
ア
ニ
マ
と
コ
ル
プ
ス
が
峻
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
わ

れ
わ
れ
人
間
は
い
か
に
神
の
似
姿
で
あ
っ
て
も
、
身
体
的
存
在
で

あ
る
。
純
粋
善
で
あ
る
神
に
連
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
救
済
は
、

霊
に
お
い
て
で
あ
る
。
身
体
の
方
は
、
そ
の
肉
の
欲
望
が
、
悪
‐

罪
に
通
じ
る
、
悪
魔
の
誘
惑
に
陥
い
る
逃
れ
難
い
弱
点
と
さ
れ
る
。

こ
の
キ
リ
ス
ト
教
霊
肉
二
元
論
は
、
イ
エ
ス
に
お
い
て
あ
き
ら
か

に
あ
り
（
『
マ
タ
イ
伝
福
音
書
』
第
｝
八
章
八
、
九
）
、
パ
ウ
ロ

に
お
い
て
一
層
強
く
う
ち
出
さ
れ
る
（
「
我
は
肉
な
る
者
に
て
罪

の
下
に
売
ら
れ
た
り
。
」
「
わ
が
中
、
す
な
は
ち
、
我
が
肉
の
う
ち

に
善
の
宿
ら
ぬ
…
…
。
」
［
心
に
て
は
神
の
律
法
に
つ
か
へ
、
肉
に

て
は
罪
の
法
に
事
ふ
る
。
］
『
口
肩
書
』
第
六
章
）
。

　
こ
こ
か
ら
出
て
来
る
の
は
身
体
的
欲
望
の
否
定
で
あ
り
、
欲
望

の
源
泉
た
る
身
体
を
厭
う
べ
き
も
の
と
す
る
身
体
観
で
あ
る
。
。
祈

る
人
な
聖
職
者
）
の
童
貞
を
守
る
義
務
と
、
世
俗
人
の
性
の
、
教
会

に
よ
る
厳
格
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
婚
姻
の
神
聖
性
と
解
消
の
不
可
　
一

能
性
）
、
生
殖
を
目
的
と
し
な
い
性
的
行
為
（
ホ
モ
ー
セ
ク
シ
ュ
ア
　
8
8

ル
、
自
慰
な
ど
）
の
抑
圧
と
い
っ
た
宗
教
的
禁
欲
主
義
こ
そ
が
教
　
一

会
の
も
と
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
二
二
世
紀
の
シ
ト
ー
派
の
ベ

ル
ナ
ー
ル
の
『
カ
ル
タ
ー
カ
リ
タ
テ
ィ
ス
』
）
。
さ
ら
に
教
会
の
求
め

る
勤
行
を
十
分
に
果
せ
る
。
祈
る
人
”
の
優
位
性
、
低
い
価
値
を

も
っ
た
勤
行
し
か
果
し
え
な
い
世
俗
人
、
と
く
に
。
働
く
人
’
の

劣
位
性
と
い
う
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
、
労
働
と
く
に
肉
体
労
働
の
蔑

視
と
い
う
社
会
秩
序
観
か
出
て
来
る
こ
と
に
な
る
。
「
人
も
し
働

く
こ
と
を
欲
せ
ず
ば
、
食
す
べ
か
ら
ず
」
　
（
イ
エ
ス
の
命
じ
た
言

葉
Ｉ
パ
ウ
ロ
『
テ
サ
ロ
ニ
ケ
後
書
』
第
三
章
一
〇
）
や
、
「
祈

り
か
つ
働
け
」
　
（
修
道
院
と
く
に
シ
ト
ー
派
の
労
働
修
道
士
の
モ



ツ
ト
ー
）
で
は
な
く
、
懲
罰
、
苦
役
と
し
て
の
労
働
観
が
優
位
を
占

め
た
。
（
禁
断
の
果
を
食
し
た
ア
ダ
ム
と
エ
バ
に
神
は
、
「
土
は
汝

の
た
め
に
は
誼
は
る
。
汝
は
労
苦
て
其
よ
り
食
を
得
ん
。
土
は
荊
鯨

と
蘇
と
を
汝
の
た
め
に
生
ず
べ
し
。
ま
た
汝
は
野
の
草
疏
を
食
ふ
べ

し
。
汝
は
面
に
汗
し
て
食
物
を
食
ひ
終
に
土
に
帰
ら
ん
。
」
と
言
っ
て
、

エ
デ
ン
の
園
よ
り
追
放
す
る
。
『
創
世
記
』
第
三
章
十
七
－
十
九
）

　
コ
ギ
ト
以
後
の
近
代
人
に
つ
い
て
も
、
世
俗
化
さ
れ
た
二
元
論

構
造
で
あ
る
以
上
、
同
じ
抑
圧
性
が
本
来
的
に
出
て
来
る
。
野
蛮

か
ら
文
明
へ
の
人
類
史
の
進
歩
、
子
供
か
ら
大
人
へ
の
成
長
の
推

進
力
は
、
人
間
の
理
性
の
発
達
に
あ
る
、
と
啓
蒙
思
想
家
は
考
え

る
。
人
間
は
自
然
な
状
態
（
野
蛮
人
、
幼
児
）
に
お
い
て
は
、
自

然
の
力
‐
本
能
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
生
得
の
理
性
は
な
お
眠
っ

た
ま
ま
、
つ
ま
り
蒙
昧
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
超
越
的
な
も

の
へ
の
信
仰
は
理
性
の
覚
醒
を
お
し
と
ど
め
る
も
の
で
あ
る
、
と

教
会
を
、
と
く
に
イ
エ
ズ
ス
会
を
非
難
す
る
啓
蒙
思
想
（
ヴ
ォ
ル

テ
ー
ル
が
そ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
で
あ
る
が
、
啓
蒙
さ
れ
（
ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
-

乱
ｎ
ｅ
ｒ
）
て
十
分
に
発
達
し
た
理
性
が
、
本
能
‐
お
も
む
く
ま
ま

の
身
体
的
欲
望
を
抑
制
し
、
正
し
く
統
禦
す
る
の
が
文
明
人
（
例

え
ば
、
公
衆
の
面
前
で
の
酔
態
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
。
パ
市
民
道
徳

の
厳
し
い
非
難
）
で
あ
り
、
文
明
社
会
で
あ
る
と
考
え
る
以
上
、

神
な
き
し
か
し
全
く
同
じ
二
元
論
で
あ
る
と
い
え
る
。
キ
リ
ス
ト

者
と
啓
蒙
思
想
家
は
合
せ
鏡
の
中
に
、
己
の
前
面
と
後
面
を
写
し

て
い
る
同
一
人
物
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
。
一
九
世
紀
に
実
証
主

義
を
身
に
つ
け
た
産
業
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
な
り
、
西
洋
の
主
流

思
潮
を
担
う
よ
う
に
な
る
。

　
理
性
を
基
礎
に
文
明
、
工
業
社
会
を
構
成
す
る
人
間
は
、
本
能

に
結
び
つ
い
た
身
体
的
欲
望
－
快
楽
の
追
求
（
フ
ー
リ
エ
の
用
語

に
よ
れ
ば
情
念
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
）
を
抑
圧
さ
れ
、
か
わ
り
に
不
快
な
労

働
に
耐
え
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。

　
労
働
は
、
文
明
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
聖
化
さ
れ
る
が
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で
支
配
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
、
肉
体
を
通
し
て

の
労
働
は
実
体
と
し
て
あ
く
ま
で
既
し
め
ら
れ
、
否
定
的
価
値
を

付
与
さ
れ
る
。
今
日
道
路
掃
除
な
ど
の
「
よ
ご
れ
た
」
仕
事
に
従

事
す
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
外
国
人
出
稼
ぎ
労
働
者
で
あ
り
、
本
国

人
は
た
と
え
失
業
し
て
い
て
も
、
決
し
て
そ
れ
ら
の
仕
事
に
就
こ

う
と
は
し
な
い
。
就
け
ば
、
社
会
的
に
ド
ロ
ッ
プ
‐
ア
ウ
ト
し
た
、

と
見
な
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
近
代
人
が
抑
圧
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
－

デ
カ
ル
ト
二
元
論
が
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
身
体
が
精
神
か
ら

引
裂
か
れ
、
抑
圧
さ
れ
て
い
る
以
上
、
抑
圧
さ
れ
た
人
間
で
あ
る

こ
と
か
ら
の
脱
出
の
途
は
、
そ
こ
に
は
開
か
れ
て
い
な
い
。

　
東
洋
の
身
心
論
陣
、
。
身
心
一
如
”
が
一
般
的
な
要
約
で
あ
ろ

－89－



　
う
。
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ロ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
解
き
明
か
す
こ
と
は
き
わ

　
め
て
難
し
い
よ
う
だ
（
ロ
ゴ
ス
化
の
す
ぐ
れ
た
試
み
と
し
て
、
湯

　
浅
泰
雄
『
身
体
Ｉ
東
洋
的
身
心
論
の
試
み
Ｉ
』
）
。
何
し
ろ

　
身
心
一
如
は
、
人
間
の
本
来
存
在
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
禅
宗
の

　
。
悟
り
”
の
よ
う
に
、
修
行
に
よ
っ
て
「
体
認
」
す
る
も
の
だ
か

・
ら
。
し
か
し
次
の
よ
う
な
事
が
ら
は
「
身
心
一
如
」
を
理
解
す
る
、

　
い
さ
さ
か
の
手
懸
り
に
は
な
る
ま
い
か
。

　
　
剛
イ
ン
ド
思
想
の
潮
流
に
お
い
て
、
ヨ
ガ
に
よ
っ
て
「
体
認
」

　
さ
れ
る
「
真
の
知
恵
」
　
（
般
若
）
は
、
心
（
知
‐
理
性
）
に
よ
る

　
身
体
の
完
全
統
禦
を
意
味
す
る
の
で
も
、
身
体
の
み
の
無
化
を
意

　
味
す
る
の
で
は
な
い
。
身
心
一
如
を
感
得
す
る
状
態
に
到
達
す
る

　
こ
と
は
、
大
乗
仏
教
の
用
語
で
は
「
空
」
と
よ
ば
れ
る
が
、
そ
れ

　
は
西
洋
語
へ
の
翻
訳
に
お
い
て
使
わ
れ
る
。
何
も
な
い
。
　
ｎ
ｅ
ｎ
｡

　
Ｉ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
　
で
は
決
し
て
な
い
。

　
　
②
タ
ン
ト
ラ
仏
教
の
身
体
説
に
、
わ
れ
わ
れ
が
感
覚
に
よ
っ
て

　
と
ら
え
ら
れ
る
生
理
的
身
体
（
祖
大
な
身
体
）
と
は
次
元
の
異
な

　
る
、
し
か
し
実
体
と
し
て
存
在
す
る
微
細
な
身
体
と
よ
ば
れ
る
も

　
の
が
あ
る
。
そ
の
体
内
に
は
無
数
の
管
が
走
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

　
ら
は
当
然
解
剖
学
で
確
認
さ
れ
る
神
経
組
織
や
器
官
と
一
致
す
る

　
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
ま
た
中
国
医
学
で
い
う
「
経
絡
」
　
（
針

　
灸
の
ツ
ボ
、
経
穴
を
つ
ら
ね
る
脈
管
系
）
と
き
わ
め
て
類
似
し
て

お
り
、
興
味
を
ひ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
央
の
管
の
先
端
は
頭
頂

で
空
間
に
む
か
っ
て
開
か
れ
、
そ
こ
か
ら
「
空
性
の
法
界
へ
」
つ

な
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
（
中
沢
新
一
　
『
チ
ベ
。
ト
の
モ
ー
ツ
″

ル
ト
』
）
。

　
自
然
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
、
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
身

体
、
「
自
然
は
人
間
の
身
体
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
把
え

方
に
は
、
当
然
「
抑
圧
」
さ
れ
る
身
体
も
、
「
抑
圧
」
す
る
精
神

も
な
い
。

－９(卜
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